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②記入例：「〇〇における〇〇〇〇
〇〇〇の解決（解消、向上、拡大／
低減、縮小、削減．．．）」や「〇
〇における〇〇〇〇〇〇〇の創出
（創製、合成．．．）」など

③については、今回提供する技術
シーズの現時点における研究開発
フェーズについて、自己評価し、
いずれか１つを選択してください。
なお、本公募の提案にあたっては、
2024年度末時点で、要素技術の見
極めやシステムとしての応用可能
性が確認できているプロジェクト
（ベンチレベル）である必要があ
ります。
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④-1～④-4については、今回の情報提供が、ハイリス
ク・ハイリターンでチャレンジングなものであること
を、できるだけ簡潔・具体的に、記載してください。
記載にあたっては、課題を解決するためにどのよう

な革新的な技術を創出するのか（手段）を論理的に、
また、提案する解決手段の妥当性も含めて記載してく
ださい。
＊妥当性については、技術シーズの根拠となるような
実績・基礎研究の成果をもっての提案であることが客
観的にわかるように、例えば、代表的な論文等につい
て、「この技術シーズは○○○○（論文名等）で2023
年○月に発表したものであり、基礎研究を○年継続し
てきて基礎データは蓄積されている」のように、具体
的に記載してください。
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⑥は、今回提供する技術シーズについて、
過去又は現在、類似する研究開発が他の研
究開発制度・プロジェクトで行われている
場合に、実施期間、配分機関名、制度・プ
ロジェクト名を記載してください（ＪＳＴ
事業等も含む）。

⑤については、情報提供いただく技術が社会実装され
たときのムーンショット目標4「2050年までに、地球環
境再生に向けた持続可能な資源循環を実現」に対する
波及効果・インパクト（ 例えば、CO2削減ポテンシャ
ルや経済効果）等を簡潔・具体的に、そして可能な限
り定量的なデータを持って記述してください。

④-4は、経済産業省が2019年11月6日に
公表した「国の研究開発プロジェクトに
おける国際連携強化に関する基本的な考
え方」（※）を適宜ご参照いただき、国
際連携を行うことが有意義である理由を
なるべく具体的に記載願います。なお、
上記の基本的な考え方におけるプロジェ
クトの類型として「①技術獲得・共創
型」、「②市場獲得・創出型」、「③持
帰型（海外研究環境・事業環境の活
用）」があげられております。

※
https://www.meti.go.jp/policy/innovati
on_policy/basic_policy.html

https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/basic_policy.html
https://www.meti.go.jp/policy/innovation_policy/basic_policy.html
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初回提出時には、「なし」と記載してくだ
さい。提出期間内であれば何度でも提出可
能であり、再提出の場合には、初回提出時
に付与された受付番号を記載してください。

NEDO指定のパワーポイント形式で作成し
たファイルをアップロードしてください。

※ファイル名は「○○○○○（テーマ名の
最初の5文字）_△△△△（提出者氏名）
_▽▽▽▽（所属機関名（略称可、個人の
場合は省略）」としてください。
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